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農作業事故の発生要因や事故傾向について分析 

～最新の共済金支払データによる分析結果を公表～ 

ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長 村山 美彦）は、農業者が安心して農

業に従事できるよう、保障提供とともに農作業事故の未然防止に向けた活動を展開しています。 

今般、その一環として、令和３年から令和６年までの共済金支払データ約 40,500件を用いて、農

作業事故の発生要因や事故傾向について分析を実施しましたので、お知らせいたします。 

■ 背景・目的 

農業における事故件数は、死亡事故が他の産業に比べて高水準で推移しているほか、死亡に至ら

ない事故についても多数発生しています。 

一方で、死亡に至らない傷害事故や物損事故については、詳細な統計データが十分に整備されて

おらず、事故全体の実態把握が困難な状況にあります。 

このような背景を踏まえ、ＪＡ共済連が保有する共済金支払データを活用し、これまで見えづら

かった傷害事故や物損事故も含めた分析を行い、農作業事故リスクの可視化を図りました。 

なお、本分析は平成 30年、令和４年に続く継続的な取組みです。 

■ 分析結果（概要） 

農作業事故は年間約９万件※１程度発生していると推計され、前回分析時の約７万件と比較すると

増加傾向にあることが明らかとなりました。 

また、農作業事故は、重大事故の背景に多数の軽微な事故が存在する構造にあり、農業機械（以

下：農機）に起因する事故は重傷化・重大化しやすい傾向が確認されました。さらに、斜面や高所な

どの作業環境や高齢化の進展が事故の重傷化に影響していることも明らかとなりました。 

事故の発生状況では、農用トラクタでの事故発生頻度が多く、農用運搬機での重傷度が高い傾向

がみられるものの、過去の分析と比較すると、いずれも低減傾向にあることがみられました。一方

で、傷害事故の予備軍ともいえる物損事故については、発生件数および損害額のいずれも増加傾向

にあることがわかりました。 

※１ 農林水産省が公表する令和６年の死亡事故数（287件）に対してハインリッヒの法則を準用し試算 

なお、詳しい分析結果につきましては、次頁の別添１および、ＪＡ共済ホームページのニュース

リリースより、『概要版』『詳細版』をご参照ください。 
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■ 分析結果の主な特徴 

１．死亡以外の災害を含めた発生状況 

農作業事故における死亡・後遺障害・傷害の比率は「１：３：３１０」であり、重大事故の背景

に多数の軽微な事故が発生していることがわかります。また、重大事故では農機に関わる事故の

割合が高く、施設内外を問わず、「墜落」の場合に重大事故につながりやすい傾向がみられました。 
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２．農作業の特性と事故の関係 

農作業事故については、斜面や高所での作業、狭い施設での作業などの環境要因により、転倒や

衝突による事故が発生しやすい状況にあることがわかりました。 

また、農機や用具の使用に起因する事故が多く、これらは他の事故と比べて重傷化しやすい傾

向が確認されました。さらに、高齢者ほど重傷度が高くなる傾向もみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．主な農機・用具・生物の事故特性 

農機・用具ごとの事故特性では、乗用トラクタにおける前進時の転落・横転や、歩行用トラクタ

における後進時の巻き込まれ・挟まれ等の事故が発生件数・重傷度ともに高い傾向が確認されま

した。また、脚立やはしご使用時における墜落など、日常的な作業においても重大事故につながる

ケースが確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

４．物損事故の発生状況 

自車両における物損事故では、農業車両による単独事故が多く、特に転倒・転落は発生頻度およ

び損害額の両面で高い傾向が確認されました。また、静止物における物損事故では、損害額は低い

ものの発生件数が多いことが確認されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■ 過去の分析結果との比較 

過去の分析と比較すると、農機事故が重大化しやすい傾向や、高齢層で死亡割合が高い傾向が引

き続き確認されました。一方、事故件数で比較すると、農機事故は低減傾向がみられる一方、物損事

故については、増加傾向が確認されました。 

【傷害程度別の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重大事故（死亡・後遺障害）ともに、 
農機事故が高い割合を占める 



 

【年代別死亡件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農機事故件数】 
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【物損事故件数】 
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